
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

最
終
日
5
月
6
日
は
前
日

ま
で
の
グ
ズ
つ
い
た
天
気

が
ウ
ソ
の
よ
う
な
晴
天
で

第
13
回
ト
キ
サ
イ
は
天
気

に
恵
ま
れ
た
今
ま
で
に
な

い
人
出
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

し
あ
わ
せ
広
場
は
朝
早
く

か
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
出
店
で
に
ぎ
わ
い
。
い

つ
も
の
よ
う
に
竹
内
恵
里

さ
ん
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

始
ま
り
、
松
戸
サ
ウ
ン
ド

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
続
き
、

今
回
初
め
て
参
加
の
、U

‐

m
a

、
か
わ
い
い
子
供
た
ち

の
踊
り
も
あ
っ
た
ス
タ
ジ

オ
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
ド
ス
・

カ
ナ
リ
オ
ス
、
常
連
ザ･

ピ
ー

チ
ツ
リ
ー
フ
ィ
ズ
に
フ
ラ

メ
ン
コ
の
ラ
ス
フ
ロ
ー
レ

ス
、
ト
リ
は
ウ
シ
ャ
コ
ダ

で
締
め
く
く
り
。
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
い
つ

も
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に

始
ま
り
、
サ
イ
エ
ン
ス
教

室
、
今
回
か
ら
カ
ラ
オ
ケ

も
参
加
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
一
年
目
を
乗
り
越

え
た
感
慨
深
い
第
13
回
ト

キ
サ
イ
で
し
た
。

5
月
25
日
、
雨
の
中
の
開

会
の
辞
で
始
ま
っ
た
け
や

き
ま
つ
り
で
す
が
午
後
に

は
雨
も
上
が
り
ス
テ
ー
ジ

も
何
と
か
使
用
可
。
活
性

隊
か
ら
は
Ｊ
Ｃ
バ
ン
ド
と

ウ
シ
ャ
コ
ダ
が
出
演
。
ノ

リ
ノ
リ
の
演
奏
で
み
な
さ

ん
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

詳
細
は
団
地
自
治
会
の

「
と
き
わ
だ
い
ら
」
で
。

昨
年
5
月
の
第
一
回
ト
キ

サ
イ
に
も
出
演
し
た
ウ
シ
ャ

コ
ダ
が
、
今
回
も
ノ
リ
ノ

リ
の
演
奏
で
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
地
元
、
松

戸
市
常
盤
平
周
辺
の
同
級

生
達
が
結
成
し
た
グ
ル
ー

プ
で
、
78
年
、
ヤ
マ
ハ
主

催
の
バ
ン
ド
・
コ
ン
テ
ス

ト
「
イ
ー
ス
ト
・
ウ
エ
ス

ト
」
に
て
最
優
秀
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
。
79
年
、
フ
ァ
ー

ス
ト
・
ア
ル
バ
ム
『
土
一

揆
〜
ウ
シ
ャ
コ
ダ
・
ラ
イ

ヴ
』
を
リ
リ
ー
ス
し
プ
ロ
・

デ
ビ
ュ
ー
。
麦
藁
帽
子
の

農
作
業
姿
で
話
題
を
集
め

ま
し
た
が
、
84
年
に
解
散
。

そ
の
後
、
97
年
、
松
戸
市

馬
橋
の
「
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ

ト
・
オ
リ
ン
ズ
」
に
て
再

結
成
。
ソ
ウ
ル
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ブ
ル
ー
ス
/
レ
ゲ
エ
な
ど

の
黒
人
音
楽
の
要
素
を
盛

り
込
ん
だ
演
奏
ス
タ
イ
ル

の
、
個
性
あ
る
実
力
派
バ

ン
ド
で
す
。
05
年
、
「
ホ

‐
ル
公
演
が
観
た
い
！
」

と
い
う
同
級
生
の
思
い
か

ら
、
松
戸
市
民
劇
場
に
て

「
松
戸
一
揆
」
が
実
現
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
6

月
14
日
（
土
）
に
同
劇
場

に
て
「
松
戸
一
揆
其
の
四
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
松

戸
一
揆

其
の
四
」
開
場
17

時

開
演
17
時
30
分
問
い
合

せ
／
０
９
０
８
４
５
４
４

８
７
３

3
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
・

ア
ル
バ
ム
『
メ
ン
フ
ィ
ス
・

テ
ネ
シ
ー
』
を
リ
リ
ー
ス
。

な
ん
と
、
松
戸
市
の
観
光

大
使
に
も
任
命
さ
れ
、
故

郷
松
戸
の
た
め
に
も
、
ま

す
ま
す
精
力
的
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。w

ww

.h
at

...

hi

-ho

.ne

.jp

/wsh
ako
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先
月
末
に
団
地
に
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
35

年
に
出
来
た
建
物
で
す
か

ら
現
代
生
活
と
は
違
い
を

感
じ
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
ア

ン
テ
ナ
接
続
は
窓
の
外
に

あ
っ
た
り
、
台
所
の
換
気

扇
の
位
置
と
か
、
洗
濯
機

の
コ
ン
セ
ン
ト
も
用
意
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
、

建
設
当
時
の
生
活
環
境
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
さ
て
、

仲
間
と
は
い
い
も
の
で
、

電
子
レ
ン
ジ
、
冷
蔵
庫
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
を
皆
様
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

充
実
し
つ
つ
あ
る
新
生
活

に
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
地

球
の
環
境
問
題
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
私
で
す

忠
久

今
回
、
五
月
の
ト
キ
サ
イ

に
初
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
「
と
う
ふ
工
房

豆
の

ち
か
ら
」
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ま
つ
か
ぜ
の
会
」
は
理

事
長
の
柳
町
美
恵
子
さ
ん

が
自
分
の
住
む
松
戸
で
豆

腐
屋
を
開
く
た
め
に
設
立

し
ま
し
た
。
「
と
う
ふ
工

房

豆
の
ち
か
ら
」
は

「
ま
つ
か
ぜ
の
会
」
が
05

年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
知
的
障
害
者
が
豆
腐
作

り
か
ら
販
売
、
配
達
ま
で

か
か
わ
る
豆
腐
屋
さ
ん
で

す
。
ス
タ
ッ
フ
は
柳
町
さ

ん
を
含
め
大
人
6
人
と
、

知
的
障
害
者
7
人
。
障
害

者
た
ち
は
豆
腐
作
り
は
も

ち
ろ
ん
、
接
客
、
配
達
助

手
も
行
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
約
7
年
前
に

宮
城
県
蔵
王
町
の
知
的
障

害
者
授
産
施
設
「
蔵
王
す

ず
し
ろ
」
で
は
豆
腐
の
製

造
か
ら
販
売
に
障
害
者
が

加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
こ
と
か
ら
で
す
。

柳
町
さ
ん
自
身
、
障
害
が

あ
る
息
子
を
持
ち
重
度
で

は
な
い
の
に
就
職
で
苦
労

す
る
障
害
者
や
親
を
多
く

見
て
き
た
関
係
か
ら
、
良

質
の
商
品
を
作
っ
て
売
り

上
げ
を
伸
ば
す
こ
と
で
障

害
者
の
自
立
に
つ
な
げ
た

い
と
思
っ
て
い
た
所
、
身

近
な
「
豆
腐
」
は
そ
の
思

い
に
合
致
し
ま
し
た
。

「
蔵
王
す
ず
し
ろ
」
で
研

修
を
受
け
る
な
ど
「
修
業
」

を
重
ね
て
作
ら
れ
た
商
品

は
「
よ
せ
と
う
ふ
」
（
２

１
０
円
）
、
「
ざ
る
と
う

ふ
」
（
２
３
０
円
）
を
は

じ
め
、
「
豆
乳
ご
ま
プ
リ

ン
」
（
１
５
０
円
）
な
ど
。

店
売
り
だ
け
な
く
、
注
文

を
受
け
て
配
達
も
す
る
。

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
で
注
文
販
売
の
配
達

（
主
に
松
戸
市
内
）
も
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
店

（
電
話
０
４
７
・
３
６
９
・

２
７
１
５
）
へ
。

「
出
会
い
」日

高

晴
子

私
は
81
歳
で
船
橋
市
の
老

人
ホ
ー
ム
に
い
ま
す
。
活

性
隊
を
知
っ
た
の
は
流
尾

さ
ん
と
、
園
芸
福
祉
士
の

会
合
で
会
っ
た
の
が
縁
で

し
た
。
お
誘
い
を
受
け
て

初
め
て
ト
キ
サ
イ
に
参
加

し
て
、
バ
リ
ト
ン
の
「
千

の
風
に
な
っ
て
」
を
聞
い

て
感
動
し
ま
し
た
。
私
も

自
分
の
持
唄
に
し
よ
う
と

練
習
し
て
暗
譜
で
歌
え
る

よ
う
に
な
り
、
間
も
な
く

「
あ
ち
ら
側
」
に
行
く
身

と
し
て
、
歌
に
よ
っ
て
力

づ
け
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
キ
サ
イ
で
演
奏

さ
れ
た
コ
カ
リ
ナ
の
音
色

に
魅
せ
ら
れ
て
、
サ
ー
ク

ル
「
森
の
こ
こ
ろ
音
」
に

加
え
て
頂
き
ま
し
た
。
足

腰
が
弱
っ
て
出
か
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
時
に
は
コ
カ

リ
ナ
の
皆
さ
ん
に
施
設
訪

問
し
て
頂
き
た
い
と
の
思

い
も
あ
っ
て
参
加
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

４
月
の
ト
キ
サ
イ
で
隣
の

客
席
の
方
と
知
り
合
い
、

遠
出
時
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

私
も
確
実
に
老
い
の
坂
を

下
っ
て
い
ま
す
。
残
る
人

生
を
自
然
に
ま
か
せ
て
、

心
安
ら
か
に
過
ご
し
た
い

と
の
思
い
を
、
「
活
性
隊
」

の
ト
キ
サ
イ
は
叶
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
皆
様
と
の

出
会
い
に
感
謝
を
込
め
つ

つ
筆
を
置
き
ま
す
。
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性
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６月のイベント予定

6月14日（土）第14回トキサイ

11時から 無料

6月14日（土）ウシャコダ

市民劇場 18時 より 4500円

6月19日（木）女性のための歳時記セミナー

パート１ 講師 望月桜華

日本閣南柏 昼食付2300円より

問合せ 04-7146-2222

6月28日（土）トニー工藤

ジャズセッション 14時半～18時

西新井駅前 アンの家 1000円

問合せ 047-492-3020

毎週金曜日19時からは常盤平地域活性隊の

定例会。無料・参加自由、イベントに参加

したい人やボランティアできる人は来てね。

場所は活性隊事務所（パソコンなんでも相

談）電話 047-388-8262

自
治
会
主
催
の
け
や
き
ま
つ
り

地
球
人
の
コ
ラ
ム

観
客
の
声

活
性
隊
関
連
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

**
し
あ
わ
せ
広
場
の
参
加
者
紹
介
、
豆
の
力
**

**
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
者
紹
介

ウ
シ
ャ
コ
ダ
**

お
買
物
は
い
つ
も
活
性
隊

を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

松
坂
屋

ス
ト
ア
ー
で

活性隊の活動方針
常盤平地域活性隊は2007年3月に地元有志により結成されました。当初は

しあわせ広場を利用して音楽イベントを実施していくことが目的でしたが

現在の目標はイベントを通じて月に一度のコミュニケーションの場を作る

ことです。（昔あった市のような、つどいの場）

常盤平地域活性隊の活動は隊員の汗で成り立っており経費は隊員の寄付と

活性隊が販売する焼きそばの売り上げで賄われています。ステージの出演

も無料でお願いしています。外部からは場所の提供やクイズの商品提供等

をしていただいてます。

文部科学省の地域活性化学習事業をイベントと並行して実施。その事業委

託金が講演会・学習会やアンケート調査の費用負担をしてくれてますが、

お金は余りませんし、別会計です。

今後も、自由な活動を大切にしてみんなで輪を広げていきます。

なお、もらったことのない外部からの寄付金は大歓迎です。

求
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

カ
メ
ラ
マ
ン

連
絡
先
・

常
盤
平
地
域
活
性
隊

Ｊ
Ｃ
バ
ン
ド
の
演
奏


